
2013年度第1回学術委員会 議事録 

 
日 時：平成25年9月26日(木)16:00～18:00 
場 所：日本建築学会北海道支部事務局会議室 
出席者：佐藤、溝口、長谷川、斉藤、森、久保（代理）、谷口、戸松、南、深瀬 
    事務局：菊地、記録：谷口 
 
冒頭：各出席者の自己紹介 
 
議事： 

１．委員名簿の確認 

資料13-01-01に基づき、今年度の学術委員会のメンバーの確認を行った。 
 

２．幹事の選出 

  今年度の幹事は谷口（北方系委員会）となった。 
 
３．2012年度の第4回議事録の【資料13-01-02】 

  ・技術賞の内容について、選考ワーキングの位置付けについての意見があった。 
 
４．本部学術推進委員会報告【資料13-01-03】 

   1)講習会・シンポジウム等については今後動画配信するように依頼された。ただし、放映権等を勘案する

必要もあることが確認された。 
   2)大会学術講演会における若手奨励については、各委員会の自主性を大事にしつつ、若手研究賞のタスク

フォースで検討することになったことが報告された。 
   3)オンラインストレージ・システムを、各委員会で必要に応じて活用してほしいことの依頼があった。 
   4)大会のあり方検討について、会場費や機器使用料など高額になりつつあるので、現在本部委員会に検討

中であることが報告された。また、研究集会が増加しており、それに伴い、学術講演会の聴講・質疑討

論が不活性化しているので要検討であることが報告された。 
 
５．支部研究発表会報告【資料13-01-04】 

  ・今年度の開催結果と今後の検討事項について報告された。 
  ・次年度は釧路工業高等専門学校で開催予定であることが報告された。 
 
６．専門委員会・特定課題研究委員会報告 

  1)構造専門委員会 
   ・6/24現場見学会終了、・9/17現場見学会終了、・構造計算適合性判定センターの報告、6/28勉強会終了、・

9/2構造デザイン探訪ツアー終了、等 
  2)材料施工専門委員会 
   ・9/17現場見学会終了、・寒中工事合理化委員会の報告、等 
  3)環境工学専門委員会 
   ・8/31大会研究協議会終了、第8回EGGs開催予定、見学会予定 
  4)建築計画専門委員会 
   ・7/1延藤安弘氏による講演会開催終了、9/1大会PD終了、・北海道の住まい出版予定 
  5)都市計画専門委員会 
   ・8/9シンポジウム開催終了、・意見交換会予定 
  6)北方系住宅専門委員会 
   ・9/2大会関連事業市民シンポジウム・パネル展開催終了、・11/2住宅見学会実施予定 
  7)都市防災専門委員会 
   ・10/5建築文化週間2013「地震防災体験学習」実施予定、 



  8)特定課題研究委員会「奥尻島生活再建」研究委員会 
   ・研究の進捗状況が報告された。 
  9)特定課題研究委員会「寒冷地におけるフライアッシュの有効利用活用」研究委員会 
   ・研究委員会の開催状況や研究の方向について報告された。 
 
７．特色ある支部活動企画応募について【資料13-01-06】 

  ・9月30日までに各委員会にて検討し、応募するよう依頼された。現在応募0件。 
 
８．2014年度大会研究集会テーマ立案について【資料13-01-07】 

・9月27日までに各委員会にて検討し、応募するよう依頼された。 
・本委員会との調整等あるので応募に関しては要検討。 

 
９．2014年度建築文化週間企画および特定課題研究の募集について【資料13-01-08】 

  ・10月15日までの各委員会にて検討し、応募するよう依頼された。 
 
10．日本建築学会北海道支部技術賞について【資料13-01-09】 

・応募期間は11月15日～1月15日まで。これからホームページに応募要項等を示す。 
・各委員会にて検討し、該当者を推薦・応募するよう依頼された。 

 
11．建築学会対象・文化賞・教育賞について【回覧資料】 

  ・支部（常議委員会）からは、「教育賞」で荒谷先生を推薦する予定であることが報告された。 
 
12．2013年度道内工業高校巡回講演会について【資料13-01-10】 

  ・今年度は、環境工学専門委員会（魚住先生）から留萌千望高校、構造専門委員会（長谷川氏）から釧路工

業高校へ、派遣することの報告があった。 
  ・派遣について、学術委員会の提案を常議委員会にて議論してもらうこととなった。 
  ・2月末までに派遣方法等を決定する。 
 
13．支部ホームページ改正用データについて 

  ・各委員会の最新版の内容をHP委員会にデータ依頼があった。 
 
14．2013年度北海道大会について 

  ・1年間ほど準備し関係各者に多大なる協力をいいただいたことの連絡があった。 
  ・過去最多の参加者であり開催は、大きな問題も無く成功裏で終えたことが報告された。 
 
 
次回の学術委員会：平成25年11月25日（月） 16:00～ 

 


